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学
園
に
耳
慣
れ
な
い
野
鳥
の
サ
エ

ズ
リ
、
存
在
を
主
張
す
る
“流
れ
る

美
声
”
に
魅
せ
ら
れ
探
す
と
、
コ
バ

ル
ト
ブ
ル
ー
と
オ
レ
ン
ジ
の
鮮
や
か

な
色
彩
は「
イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ（
磯
鵯
）」

で
し
た
。
本
来
は
海
岸
に
棲
む
鳥
で

す
が
学
園
に
よ
う
こ
そ
！ 

心
ゆ
く

ま
で
学
園
で
過
ご
し
、
私
た
ち
の
耳

を
楽
し
ま
せ
胸
を
躍
ら
せ
て
下
さ
い
。

学
園
に
は
美
し
く
心
を
洗
う
安
ら
ぎ

の
場
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
学
園

の
“快
適
、
素
敵
空
間
”
を
み
ん
な

で
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

玉
手
山
学
園
広
報
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に
な
る
気
持
ち
を
み
ん
な
で
懸
命
に

支
え
あ
い
な
が
ら
、
必
ず
あ
る
復
興

を
信
じ
、
早
く
も
明
日
へ
の
一
歩
を

進
め
て
お
ら
れ
る
、
そ
の
温
か
く
も

強
い
心
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。「
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
、
自
分
で
も
力

に
な
れ
る
こ
と
は
な
い
か
」
そ
の
思

い
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　

学
園
に
今
年
も
美
し
く
桜
が
咲
き

誇
り
、
穏
や
か
な
春
を
迎
え
ら
れ
た

こ
と
を
、
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
多
く
の
新
し
い
学
生
・
生
徒
・

園
児
、
教
職
員
を
学
園
に
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。「
玉
手
山
学
園

に
よ
う
こ
そ
！
」

　

人
は
み
な
有
形
無
形
の
数
々
の
恩
恵
を
享
受
し
、
今
の
自
分
が
あ
る
。
こ
の
偉
大

な
は
か
ら
い
に
目
覚
め
、
深
い
感
動
と
感
謝
の
念
か
ら
発
す
る
豊
か
な
心
と
情
熱
を

も
っ
て
、
人
の
幸
せ
を
願
い
行
動
す
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

建
学
の
精
神
「
感
恩
」

理事長　江 端　源 治

　

縁
あ
っ
て
学
園
に
集
ま
っ
て
い
る

仲
間
た
ち
で
す
。
人
の
幸
せ
を
願
う

豊
か
な
心
が
集
ま
る
素
晴
ら
し
い
学

園
で
す
。
学
園
（
仲
間
）
を
愛
し
、

こ
こ
柏
原
の
町
に
親
し
み
、
そ
ん
な

自
分
を
好
き
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
思
い
を
み
ん
な
プ
ラ
ス
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
換
え
、
建
学
の
精
神
「
感

恩
」
を
自
分
流
に
体
得
・
体
現
し
、

多
く
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
出
会
い

生
み
出
す
学
園
生
活
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

～
「
あ
り
が
と
う
」
に
出
会
い
気
づ
き
、
感
動
・
感
謝
の
行
動
か
ら
、

ま
た
新
し
い
「
あ
り
が
と
う
」
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
～

　

3
月
11
日
、
史
上
最
大
の
大
地
震

に
よ
っ
て
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
大

切
な
も
の
が
一
瞬
に
し
て
流
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
想
像
を
絶
す
る
辛

く
困
難
な
状
況
の
中
で
、
挫
け
そ
う

東
日
本
大
震
災
の

被
災
者
に
謹
ん
で

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

学
園
の
仲
間
を
愛
し
、

　
柏
原
の
町
に
親
し
み
、

　
　
そ
し
て
自
分
を
愛
す　

建
学
の
精
神「
感
恩
」、

　
多
く
の「
あ
り
が
と
う
」に

　
　
出
会
い
生
み
だ
す

人
は
人
を
ど
れ
だ
け
幸
せ
に
で
き
る
だ
ろ
う

学
園（
仲
間
）を
愛
し
、柏
原
の
町
に
親
し
み
、そ
し
て
自
分
を
愛
す

学
園
の
新
し
い
仲
間

（
新
入
生
、新
任
職
員
）の
み
な
さ
ま

「
よ
う
こ
そ
！
」

イ
ソ
ヒ
ヨ
ド
リ
も
い
る
美
し
い
学
園
、

素
敵
空
間
を
育
て
よ
う

学園創立
まもなく平成24年（2012）

周年

イソヒヨドリ
（2011.3.29. 短大3号館屋根）
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学
生
・
生
徒
・
園
児
た
ち
を
「
ど

れ
だ
け
伸
ば
せ
る
か
」
が
、
教
育
人

の
仕
事
、
や
り
が
い
、
喜
び
で
す
。

そ
の
た
め
の
教
育
・
業
務
活
動
の
基

盤
・
拠
り
所
が
学
園
運
営
基
本
方
針

で
す
。
学
園
教
職
員
は
常
に
こ
の
方

針
を
念
頭
に
お
き
業
務
を
推
進
す
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
判
断
に

迷
っ
た
ら
こ
の
基
本
方
針
に
照
ら
し

ま
す
。

〈
学
園
運
営
基
本
方
針
〉

社
会
に
貢
献
し
必
要
と
さ
れ
る

魅
力
あ
る
学
園
を
目
指
す

　
　

～
確
か
な「
教
育
力
」と

　
　
　
　
　
　
「
情
熱
」が
誇
り
～

１
．
学
園
の
使
命
、
各
校
園
の
教
育

目
的
の
共
有
・
実
践

建
学
の
精
神
「
感
恩
」
の
定
着   

各
校
園
の
教
育
目
的
・
目
標
の
再

確
認

２
．
学
生
・
生
徒
・
園
児
を
伸
ば
し

育
て
る　

～
満
足
度
関
西
一
～

愛
情
、責
任
を
も
っ
て
関
わ
り
鍛
え 

「
入
学
し
て
よ
か
っ
た
、卒
業
し
て

よ
か
っ
た
」の
満
足
感
に
つ
な
ぐ

３
．「
教
育
力
」
の
向
上
、「
学
園
教

職
員
魂
」
の
高
揚

教
職
員
の
資
質
・
能
力
、
人
格
の

向
上

教
育
に
情
熱
の
な
い
教
職
員
に
接

し
ら
れ
る
学
生
は
不
幸
で
あ
る

４
．
こ
こ
ろ
豊
か
な
学
風
の
確
立
、

学
校
愛
・
母
校
愛
の
醸
成

高
い
志
、笑
顔
、あ
い
さ
つ
、心
優
し

い
マ
ナ
ー
の
推
進

目
が
輝
き
、夢
が
語
り
合
え
る
学
園

に
５
．「
学
び
」
を
支
え
る
教
育
環
境
、

施
設
・
設
備
等
の
充
実

６
．
継
承
・
発
展
と
改
革
を
支
え
る

健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立
・
堅
持

７
．
各
校
園
の
相
互
尊
重
、
信
頼
、

扶
助
（
学
園
フ
ァ
ミ
リ
ー
意
識
）

　

信
じ
難
い
こ
と
で
す
が
、
今
の
日

本
に
自
分
が
入
学
し
た
学
科
名
は
お

ろ
か
、
大
学
名
す
ら
不
確
か
で
あ
る

大
学
生
が
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
学

生
は
、
き
っ
と
“自
分
の
意
志
で
大

学
に
来
て
い
な
い
”
の
で
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
学
ぶ
喜
び
（
面
白
さ
）
に
気
づ

き
、
自
ら
が
学
ぶ
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
を
実
感
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

学
校
に
行
か
さ
れ
て
い
る
、
勉
強
さ

せ
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
受
身
・
被

害
者
的
？
な
気
持
ち
か
ら
は
、
活
力

は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。 

こ
れ
で
は
、

人
が
本
来
も
つ
素
晴
ら
し
い
も
の
が

眠
っ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ほ

ど
勿
体
無
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
自
分
の
人
生
、
目
を
輝
か
せ

夢
を
語
り
な
が
ら
歩
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

ま
も
な
く
学
園
創
設
70
周
年
、
学

園
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
多
く

の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
一
層
の
学
園
発
展
向
上
を
期
し

て
学
園
中
長
期
計
画
（
70
周
年
記
念

事
業
）
を
推
進
中
で
す
。
今
春
、
短

期
大
学
に
「
医
療
秘
書
学
科
・
同
専

攻
科
」、
大
学
に
「
保
健
医
療
学
部

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
教
職
員
は
、「
人
は

人
を
ど
れ
だ
け
幸
せ
に
で
き
る
だ
ろ

う
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
テ
ー
マ
に

ト
ラ
イ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
豊
か
な

人
間
性
と
確
か
な
知
識
・
技
術
で
1

人
で
も
多
く
の
人
に
明
る
い
希
望
を

も
た
ら
す
学
生
を
育
て
た
い
と
い
う

意
欲
に
満
ち
て
い
ま
す
。
70
周
年
を

節
目
に
一
層
教
学
活
動
に
邁
進
し
、

社
会
に
必
要
と
さ
れ
愛
さ
れ
る
学
園

で
あ
り
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

学
園
運
営
基
本
方
針
に
も
と
づ
き
、

教
職
員
は
教
育
活
動
を
実
践

自
分
の
大
学
名
を

言
え
な
い
学
生
が
い
る
？

大
学
・
大
学
院

【
新
入
生
の
入
学
は
５
８
８
名
】

　

今
年
度
は
５
８
８
名
の
新
入
生
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
内

訳
は
、
学
部
生
５
５
７
名（
１
年
生

５
２
９
名
、
３
年
次
編
入
生
２
８

名
）、
大
学
院
生
23
名（
博
士
後
期
課

程
４
名
、
博
士
前
期
課
程
及
び
修

士
課
程
19
名
）、
専
攻
科
生
８
名
で

す
。
今
年
４
月
に
誕
生
し
た
新
し
い

保
健
医
療
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
科（
理
学
療
法
学
専
攻
・
作
業

療
法
学
専
攻
）は
、
認
可
の
時
期
が

昨
年
の
12
月
に
な
り
、
た
い
へ
ん
遅

い
募
集
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
定
員
を
上
回
る
入
学
者

（
保
健
医
療
学
部
で
充
足
率
１
０
８
．

３
％
）を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

本
学
を
選
ん
で
く
れ
た
学
生
を
、

い
か
に
育
成
し
、
福
祉
・
医
療
業
界

を
担
う
人
材
と
し
て
社
会
に
輩
出
す

る
か
が
本
学
の
命
運
を
握
っ
て
い
る

と
考
え
ま
す
。
今
年
度
も
昨
年
同
様

に
、
新
し
い
試
み
に
挑
戦
し
続
け
、

常
に
前
進
し
続
け
る
大
学
で
あ
り
た

い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

学
園
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
更
な
る
協

力
を
い
た
だ
き
、
目
的
意
識
を
持
っ

た
志
の
高
い
学
生
の
確
保
に
向
け
て

邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

短
期
大
学

【
入
学
生
は
２
９
２
名
】

　

今
年
度
は
２
９
２
名
の
新
入
生
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
内
訳

は
、
保
育
科
72
名
、
保
健
科
・
養
護

保
健
コ
ー
ス
40
名
、
医
療
秘
書
学

科
・
医
療
秘
書
コ
ー
ス
58
名
、
医
療

秘
書
学
科
・
介
護
福
祉
コ
ー
ス
11

名
、
歯
科
衛
生
学
科
１
１
１
名
と
短

大
全
体
で
、
前
年
比
１
０
８
．
６
％

と
、
好
調
な
募
集
状
況
で
し
た
。
こ

れ
は
、
今
年
４
月
か
ら
新
た
に
医
療

秘
書
学
科（
医
療
秘
書
コ
ー
ス
・
介

護
福
祉
コ
ー
ス
）が
開
設
さ
れ
た
こ

と
に
加
え
、
出
願
促
進
へ
の
施
策
と

し
て
、
昨
年
度
よ
り
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
導
入
さ
れ
た
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
者
向
け
会
員
制
度

「
関
女
・
夢
ク
ラ
ブ
」が
大
変
好
調
で

あ
っ
た
こ
と
、
入
試
奨
学
金
制
度
な

ど
の
見
直
し
等
が
効
果
的
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

関
西
女
子
短
期
大
学
は
、
入
学
さ

れ
た
学
生
を
、
本
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

人
は
人
を
ど
れ
だ
け

幸
せ
に
で
き
る
だ
ろ
う

    

大
学
に
保
健
医
療
学
部
、短
期
大
学
に

    

医
療
秘
書
学
科
、専
攻
科
を
新
設

況状
入学

一番桜（2011.3.22. 勾玉橋北西側の桜）
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に
従
い
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
満
足

度
を
上
げ
、
目
標
と
す
る
就
職
が
で

き
る
よ
う
良
質
の
教
育
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。明
確
な
目
標
・
目
的
を
持
っ

た
志
の
あ
る
学
生
の
確
保
に
向
け
て
、

今
後
も
学
園
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。高

等
学
校

【
新
入
生
の
入
学
は
２
１
４
名
】

　

大
阪
府
の
公
立
中
学
校
の
卒
業
生

が
前
年
度
よ
り
約
２
０
０
０
人
減
と

い
う
不
安
の
中
、
今
年
度
入
試
は
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

公
立
高
校
に
人
気
が
集
ま
る
中
、
国

公
立
・
私
学
の
壁
を
取
り
払
い
学
校

間
で
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
よ
り
質

の
高
い
教
育
を
目
指
す
と
11
月
に
橋

下
大
阪
府
知
事
が
私
学
の
授
業
料
支

援
拡
大
案
を
発
表
。
こ
れ
が
追
い
風

と
な
り
、
高
等
学
校
へ
の
志
願
者
数

は
専
願
希
望
者
が
１
８
８
名（
昨
年

度
よ
り
59
名
増
）、
併
願
希
望
者
が

１
０
６
４
名（
同
57
名
減
）と
な
り
、

新
入
生
も
特
別
進
学
Ⅰ
コ
ー
ス
11
名
、

特
別
進
学
Ⅱ
コ
ー
ス
１
５
１
名
、
総

合
進
学
コ
ー
ス
52
名
と
5
年
ぶ
り
に

２
０
０
名
を
超
え
２
１
４
名（
同
31

名
増
）を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
が
目
標
と
す
る
２
５
０
名
を
超
え

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

専
願
者
が
59
名
増
加
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
目
標
数
に
達
し
な
か
っ
た
背

景
に
は
併
願
者
の
戻
り
数
が
昨
年
の

55
名
に
比
べ
今
年
は
29
名
と
減
少
、

特
に
奈
良
県
の
併
願
者
５
７
６
名

（
昨
年
５
６
７
名
）か
ら
の
戻
り
が
８

名（
昨
年
26
名
）で
あ
っ
た
の
が
大
き

く
影
響
し
た
。
大
阪
府
と
奈
良
県
の

授
業
料
支
援
の
違
い
も
あ
り
、
今
後
、

本
校
の
立
地
条
件
か
ら
よ
り
慎
重
に

奈
良
県
対
策
を
立
て
奈
良
県
及
び
他

府
県
か
ら
の
専
願
確
保
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
生
徒
募
集
は
よ
り
厳
し

い
も
の
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。

　

入
学
し
た
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
満

足
度
を
上
げ
、
建
学
の
精
神「
感
恩
」

を
基
本
と
し
た
総
合
学
園
の
特
色
を

積
極
的
に
打
ち
出
し
生
徒
募
集
に
邁

進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

況状
進路

　

建
学
の
精
神
で
あ
る「
感
恩
」を
体

し
て
福
祉
施
設
を
中
心
に
、
学
生
の

粘
り
強
い
頑
張
り
と
教
職
員
の
最
後

ま
で
諦
め
な
い
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、

危
機
感
を
も
っ
て
対
応
し
た
こ
と
に

よ
り
本
学
は
前
年
よ
り
も
更
に
高
い

就
職
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

平
成
22
年
度
の
卒
業
生
は
６
３
１

名
、
う
ち
就
職
し
た
者
が
５
２
０
名
、

進
学
し
た
者
が
39
名
で
し
た
。

　

大
学
全
体
に
お
き
ま
し
て
は
就
職

内
定
率（
就
職
希
望
者
に
対
す
る
就

職
決
定
者
の
割
合
）は
、
就
職
希
望

者
５
４
２
名
に
対
し
５
２
０
名
が
就

職（
就
職
率
96
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
学
科
で
は
、
就
職
希
望

者
２
９
２
名
に
対
し
２
８
６
名
が
就

職（
就
職
率
98
％
）、
臨
床
心
理
学
科

で
は
、
就
職
希
望
者
71
名
に
対
し
64

名
が
就
職（
同
90
％
）、
健
康
科
学
科

は
就
職
希
望
者
１
０
０
名
中
95
名
が

就
職（
同
95
％
）、
福
祉
栄
養
学
科
で

は
、
就
職
希
望
者
79
名
中
75
名
が
就

職（
同
95
％
）い
た
し
ま
し
た
。

　

進
学
に
つ
き
ま
し
て
は
、
39
名
中

８
名
が
関
西
福
祉
科
学
大
学
大
学
院

へ
進
ん
で
い
ま
す
。

大
学
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、
22
名
中

19
名
が
修
了
後
の
進
路
を
確
定
し
ま

し
た
。

　

次
に
国
家
試
験
の
合
格
状
況
で
す

が
、
社
会
福
祉
士
１
２
２
名
、
精
神

保
健
福
祉
士
17
名
の
合
格
者
数
と
な

り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
士
の
合
格
者
数
に
つ
き

ま
し
て
は
、
全
国
２
０
９
大
学
中
、

第
６
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

管
理
栄
養
士
の
合
格
者
数
は
48
名

と
な
り
、
合
格
率
が
76
％
で
、
前
年

よ
り
９
％
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
教
員
採
用
試
験（
公
立
・
養
護

教
諭
）で
は
、
の
べ
７
名
が
合
格
い

た
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
も
、
教
育
後
援
会
の

協
力
の
も
と
、
本
年
以
上
の
合
格
者

の
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

短
期
大
学

　

短
期
大
学
の
平
成
22
度
卒
業
生
の

進
路
状
況
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま

す
。

　

平
成
22
年
度
の
卒
業
生
は
２
５
２

名
、
う
ち
就
職
し
た
者
が
２
１
９
名
、

進
学
し
た
者
が
４
名
で
し
た
。

　

就
職
内
定
率（
就
職
希
望
者
に
対

す
る
就
職
決
定
者
の
割
合
）は
94
％
、

就
職
率（
卒
業
生
総
数
に
対
す
る
就

職
決
定
者
の
割
合
）は
88
％
と
な
り

ま
し
た
。

　

各
科
の
就
職
内
定
率
と
就
職
率

は
、
そ
れ
ぞ
れ
保
育
科
が
１
０

０
％
、
91
％
、
歯
科
衛
生
学
科
が

97
％
、
93
％
、
養
護
保
健
コ
ー
ス
が

79
％
、
81
％
、
医
療
秘
書
コ
ー
ス
が

89
％
、
80
％
で
し
た
。

　

進
学
に
つ
い
て
は
４
名
中
２
名
が

関
西
福
祉
科
学
大
学
へ
進
ん
で
お
り

ま
す
。

大
学
・
大
学
院

　

大
学
の
平
成
22
年
度
卒
業
生
の
進

路
状
況
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
日
本
の
経
済
は
21

年
度
よ
り
も
多
少
の
明
る
さ
が
見
え

て
き
て
は
い
ま
す
が
、
学
生
の
就
職

に
つ
い
て
は
非
常
に
厳
し
い
環
境
下

で
あ
り
ま
し
た
。

全　　体 社会福祉
学科

臨床心理
学科

健康科
学科

福祉栄養
学科

卒業者 631 315 123 111 82
就職希望者 542 292 71 100 79
就職決定者 520 286 64 95 75
就職決定率 95.9% 97.9% 90.1% 95.0% 94.9%
進学希望者 41 8 30 3 0
進学決定者 39 8 28 3 0

進学率 95.1% 100.0% 93.3% 100.0% 0.0%
その他 47 12 22 10 3

平成22年度　進路状況（平成23年4月14日現在）
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ま
た
、
本
学
へ
の
求
人
に
つ
い
て

で
す
が
、
総
数
２
２
７
０
件
と
、
昨

年
よ
り
約
４
０
０
件
も
多
く
の
件
数

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
、
教
員
と
職

員
の
協
力
関
係
を
築
き
、
一
人
ひ
と

り
の
学
生
へ
個
別
対
応
で
の
就
職
支

援
を
行
い
、
経
済
不
況
を
乗
り
越
え

て
、
就
職
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

高
等
学
校

　

今
年
度
の
進
路
実
績
は
、
卒
業
生

１
７
８
名
に
対
し
て
延
べ
数
で
す
が
、

青
山
学
院
大
学
１
名
、
立
命
館
大
学

１
名
、
関
西
大
学
７
名
、
京
都
産
業

大
学
３
名
、
近
畿
大
学
17
名
、
甲
南

大
学
２
名
、
龍
谷
大
学
２
名
、
摂
南

大
学
15
名
、
神
戸
学
院
大
学
２
名
、

桃
山
学
院
大
学
８
名
、
大
阪
経
済
大

学
２
名
、
天
理
大
学
３
名
、
武
庫
川

女
子
大
学
５
名
、
甲
南
女
子
大
学
１

名
で
し
た
。
併
設
大
学
29
名
、
同
短

期
大
学
29
名
で
計
58
名
の
合
格
者
数

で
し
た
。

　

コ
ー
ス
別
で
見
る
と
特
進
１
コ
ー

ス
が
在
籍
13
名
に
対
し
て
一
般
入
試

を
中
心
に
の
べ
32
名
の
大
学
合
格
者

を
出
し
ま
し
た
。
特
進
Ⅱ
コ
ー
ス
の

Ｂ
も
在
籍
20
名
に
対
し
て
一
般
入
試

を
中
心
に
の
べ
大
学
33
名
、
短
大
２

名
の
合
格
者
を
出
し
た
。
ま
た
特
進

Ⅱ
コ
ー
ス
Ａ
や
総
合
進
学
コ
ー
ス
で

は
、
多
様
な
進
路
目
標
を
も
っ
た
生

徒
の
希
望
を
ほ
ぼ
叶
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

就
職
希
望
者
は
全
体
で
５
名
、
内

訳
は
学
校
斡
旋
で
の
就
職
内
定
者
し

た
者
が
４
名
、
未
決
定
者
が
１
名
と

い
う
結
果
で
し
た
。

学 科 名 性別 卒業数 特養 病院 老健 診療所 身障 進学 未定 就職率
診 療 情 報
管 理 学 科 女 7 3 3 1 86%

診療情報管
理 専 攻 科 女 3 3 1

介 護 福 祉
学 科

男 11 5 1 2 2 100%
女 5 1 3 1

理 学 療 法
学 科

男 19 17 1 1 97%
女 11 11

作 業 療 法
学 科

男 5 5 100%
女 10 8 1 1

総 計 71 6 42 5 6 4 97%

　

今
年
度
の
実
進
学
者
数
は
四
年
制

大
学
へ
78
名（
44
％
）で
、
そ
の
内
訳

は
特
進
Ⅰ
コ
ー
ス
11
名
、
特
進
Ⅱ

コ
ー
ス
58
名
、
総
合
進
学
コ
ー
ス

９
名
で
す
。
以
下
短
期
大
学
47
名

（
26
％
）、
専
門
学
校（
看
護
含
む
）39

名（
22
％
）と
い
う
結
果
で
し
た
。

専
門
学
校

　

平
成
22
年
度
の
専
門
学
校
の
就
職

内
定
率
は
97
％
で
し
た
。
詳
細
は
別

表
の
通
り
で
す
。
診
療
情
報
管
理
学

科
の
進
学
は
今
春
開
設
の
短
大
専
攻

科
で
す
。
介
護
福
祉
学
科
の
進
学
は

福
科
大
編
入
で
す
。

　

22
年
度
求
人
票
受
付
件
数
は
昨
年

を
上
回
り
、
一
昨
年
の
水
準
に
戻
し

ま
し
た
。

1 

70
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
の
開
催

・
平
成
24
年
5
月
11
日（
金
）に
開
催
し
ま
す

2 

70
周
年
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
制
定

・
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
し
ま
し
た
。

・
平
成
23
年
4
月
～
25
年
3
月
ま
で
使
用
し
、70
周
年
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ　

し
ま
す
。

3 

70
周
年
記
念
誌
の
発
刊

・
50
周
年
記
念
誌
以
降
の
20
年
に
重
点
を
お
い
た
記
念
誌
を
刊
行
し
ま
す
。

4 

創
立
70
周
年
記
念
事
業
募
金
の
実
施

・
教
育
、研
究
の
充
実
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

5　

学
園
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施

・
学
園
の
様
子
、四
季
の
風
景
等
を
撮
影
し
た
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

・
募
集
期
間　

平
成
23
年
4
月
1
日
～
24
年
2
月
29
日

6 
高
校
生
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
、中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、Ｋ'ｓ
コ
ン
サ
ー
ト

・
70
周
年
の
冠
を
つ
け
て
実
施
し
ま
す
。

学
園
70
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て

学
園
70
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
　

　

本
学
園
は
平
成
24
年（
2
0
1
2

年
）に
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

学
園
で
は
70
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
建
学
の
精
神「
感
恩
」の
一
層
の

定
着
推
進
を
図
り
、
常
に
魅
力
あ
る

学
園
、
社
会
に
貢
献
し
必
要
と
さ
れ

る
学
園
を
目
指
す
た
め
、
学
園
中
長

期
計
画
と
し
て「
70
周
年
記
念
事
業
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
の
記
念「
行
事
」を
遂
行
す
る
た

め
平
成
21
年
8
月
に「
学
園
70
周
年

記
念
行
事
実
行
委
員
会
」を
た
ち
あ

げ
、
様
々
な
角
度
か
ら
実
施
す
る
行

事
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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日
本
学
術
振
興
会「
育
志
賞
」は
、

天
皇
陛
下
ご
即
位
20
年
に
当
た
り
社

会
的
に
厳
し
い
社
会
環
境
の
中
で
、

勉
学
や
研
究
に
励
ん
で
い
る
若
手
研

究
者
を
支
援
・
奨
励
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　

将
来
、
我
が
国
の
学
術
研
究
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

優
秀
な
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学
生

を
表
彰
す
る
こ
と
で
、
そ
の
勉
学
及

び
研
究
意
欲
を
高
め
、
若
手
研
究
者

の
養
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
平
成

22
年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
対
象
者
は
、
人
文
・
社
会
科

学
及
び
自
然
科
学
の
分
野
に
お
い

て
、
大
学
院
に
お
け
る
学
業
成
績
が

優
秀
で
あ
り
、
豊
か
な
人
間
性
を
備

え
、
意
欲
的
か
つ
主
体
的
に
勉
学
及

び
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
大

学
院
生
で
す
。

　

第
1
回
と
な
る
平
成
22
年
度
推
薦

状
況
は
、
大
学
長
推
薦
1
5
6
人
、

学
会
長
推
薦
52
人
の
合
計
2
0
6
人

（
重
複
推
薦
2
件
）で
し
た
。
多
数
推

薦
の
あ
る
中
、
受
賞
者
17
人
が
選
考

さ
れ
ま
し
た（
人
文
系
6
人
、
理
工

系
5
人
、
生
物
系
6
人
）。

　

高
岸
さ
ん
は
、
北
海
道
大
学
文
学

本
学
Ｏ
Ｂ 

高
岸
治
人
さ
ん
（
社
会
福
祉
学
科 

２
０
０
５
年
3
月
卒
業
）

日
本
学
術
振
興
会
「
育
志
賞
」
受
賞

大
学
事
務
局
　
総
務
部
　

研
究
科
人
間
シ
ス
テ
ム
科
学
専
攻
在

籍
時
の
研
究
課
題
で
あ
る「
利
他
行

動
に
お
け
る
心
の
理
論
の
役
割
」で

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
4
月
よ
り
東
京

大
学
医
学
部
で
精
神
科
学
の
研
究
者

と
し
て
活
躍
中
で
す
。

　

本
学
卒
業
生
か
ら
、こ
の
よ
う
な

栄
え
あ
る
賞
を
受
賞
す
る
研
究
者
が

育
っ
て
い
る
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、本

学
教
職
員
の
ま
た
と
な
い
喜
び
で

す
。そ
し
て
、現
在
本
学
で
学
ぶ
将
来

あ
る
在
学
生
諸
君
へ
の
学
生
生
活
支

援
等
、我
々
の
日
々
の
業
務
に
お
け

る
大
き
な
支
え
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
関
西
福
祉
科
学

大
学
の「
共
同
研
究
」に
選
ば
れ
た

「
笑
顔
、
挨
拶
、
心
や
さ
し
い
マ
ナ
ー

運
動
展
開
と
学
内
気
風
の
醸
成
・
変

化
に
つ
い
て
」の
研
究
グ
ル
ー
プ
で

は
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
第
5

回
美
葉
祭
実
行
委
員
会
の
協
力
を
得

て
、「
美
葉
！
ス
マ
イ
ル　

コ
ン
テ
ス

ト
」と
銘
打
っ
て
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
学
生
、
教
職
員
の
み

な
さ
ん
に
携
帯
で
撮
っ
た「
ス
マ
イ

ル
写
真
」を
送
信
し
て
も
ら
っ
た
も

の
と
当
日
会
場
に
設
置
し
た「
ス
マ

イ
ル
ス
キ
ャ
ン
」（
オ
ム
ロ
ン
社
製
）

に
よ
っ
て
高
得
点
を
挙
げ
た
人
の
写

真
を
展
示
し
、
来
場
者
に
も
っ
と
も

優
れ
た
笑
顔
の
写
真
を
選
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
学
園
理
事
長
、
大
学

学
長
、
短
期
大
学
学
長
お
よ
び
大
学

教
育
後
援
会
会
長
の
ご
支
援
を
得

て
、
多
数
の
笑
顔
の
中
か
ら
よ
り
素

敵
な
笑
顔
の
人
た
ち
6
グ
ル
ー
プ
、

13
人
が
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
理
事
長
・
学
長
は
笑
顔
、

挨
拶
、
マ
ナ
ー
の
実
践
を
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
笑
顔
の
効
用
は
、
い

ま
、各
方
面
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、
病
を
癒
し
、

美
葉  

ス
マ
イ
ル
・
コ
ン
テ
ス
ト

社
会
福
祉
学
部 

教
授
　
乾 

原
正
　

周
り
の
人
た
ち
を
幸
せ
に
す
る
笑
顔

に
あ
ふ
れ
る
学
園
を
め
ざ
し
て
、
コ

ン
テ
ス
ト
は
今
後
も
継
続
し
て
行
う

予
定
で
す
。

スマイルコンテスト表彰式

　

平
成
22
年
度
の
永
年
勤
続
表
彰
式

が
去
る
1
月
14
日
に
理
事
長
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
理
事
長
よ
り

一
人
々
に
感
謝
状
と
金
一
封
が
渡
さ

れ
、
ね
ぎ
ら
い
と
感
謝
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

勤
続
25
年
表
彰

　

該
当
者
な
し

勤
続
15
年
表
彰

　

美
濃
哲
郎（
大
学
）

　

出
田
め
ぐ
み（
専
門
学
校
）

　

中
俣
恵
美（
専
門
学
校
）

永
年
勤
続
表
彰

法
人
本
部
　
総
務
部
　

　

母
袋
潔（
専
門
学
校
）

　

榎
本
清
美（
法
人
本
部
）
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「
育
も
う
緑
の
地
球
と
豊
か
な
心
」

法
人
本
部
　
施
設
部
　
田
堀 

富
造
　

　

昨
年
の
11
月
1
日
か
ら
12
月
24
日

ま
で
学
園
の
全
て
の
学
生
、
生
徒
、

園
児
及
び
教
職
員
か
ら
、
省
エ
ネ
標

語
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

目
的
は
、
地
球
的
目
標
で
あ
る
地

球
環
境
保
護（
Co2
削
減
）に
貢
献
す
る

た
め
標
語
を
募
集
し
、
優
秀
作
品
を

掲
示
・
周
知
し
て
参
加
意
識
、
省
エ

ネ
意
識
を
高
揚
・
実
践
し
て
も
ら
う

為
で
す
。

　

折
り
し
も
、
3
／
11
の
東
日
本
大

震
災
の
影
響
で
計
画
停
電
の
実
施
な

ど
電
力
不
足
に
対
し
、
関
西
で
も
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
弔
意
と
被
災

者
へ
の
お
見
舞
い
の
気
持
ち
か
ら
節

電
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

学
園
で
も
校
舎
に
設
置
し
て
い
る

ネ
オ
ン
サ
イ
ン
を
消
灯
し
て
い
ま

す
。
省
エ
ネ
は
理
屈
で
は
な
く
、
実

践
で
す
。
小
さ
い
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ

ツ
と
ご
協
力
願
い
ま
す
。

　

さ
て
、
標
語
は
各
校
園
よ
り
総
計

8
8
9
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
各
校

園
で
の
1
次
審
査
、
大
学
生
～
園
児

保
護
者
会
の
30
名
に
よ
る
2
次
審

査
、
学
園
所
属
長
会
で
の
3
次
審
査

を
経
て
優
秀
作
品
、
各
所
属
長
賞
作

品
の
計
9
作
品
が
選
考
さ
れ
ま
し

た
。

　

表
題
は
、
3
月
22
日
の
省
エ
ネ
標

語
表
彰
式
に
お
け
る
最
優
秀
賞
受
賞

作
品
で
す
。

　

受
賞
作
品
を
一
覧
し
、
表
彰
式
の

様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

去
る
三
月
、
関
西
福
祉
科
学
大
学

健
康
福
祉
学
部
、
福
祉
栄
養
学
科
主

催
で
保
護
者
対
象
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー

を
今
年
も
開
催
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
山
ば
な　

平
八
茶
屋

の
ご
主
人　

園
部
晋
吾
様
を
お
迎
え

し
、「
子
ど
も
に
伝
え
た
い　

も
て
な

し
の
こ
こ
ろ　

日
本
の
だ
し
・
料
理
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
と
実
演
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

平
八
茶
屋
は
天
正
年
間
、
今
か
ら

四
百
三
十
年
前
、
若
狭
街
道
の
街
道

茶
屋
と
し
て
、
洛
北
に
発
祥
し
、
以

来
ず
っ
と
続
い
て
い
る
老
舗
料
亭
で

す
。
平
八
茶
屋
の
名
前
は
夏
目
漱
石

の『
虞
美
人
草
』。
徳
富
蘆
花
の『
思

い
出
の
記
』に
も
登
場
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

当
日
は
、
秘
伝
と
も
い
え
る
独
特
の

伝
統
技
で
作
っ
て
頂
い
た
、
本
物
の

「
だ
し
」を
私
た
ち
も
味
わ
う
こ
と
が

で
き
、
全
員
、
目
を
輝
か
せ
、「
幸

せ
！
」「
感
動
！
」と
う
っ
と
り
と
、

心
が
優
し
く
な
り
ま
し
た
。

「
味
覚
と
は
、
視
覚
、
触
覚
、
嗅
覚

か
ら
も
味
わ
う
こ
と
が
大
事
で
、
味

覚
を
育
て
る
こ
と
は
、
五
感
を
磨
く

こ
と
。
五
感
が
磨
か
れ
る
こ
と
で
心

食
育
セ
ミ
ナ
ー　

京
都 
老
舗
料
亭 

平
八
茶
屋
若
主
人
を
迎
え
て

幼
稚
園
　
大
西 

英
子
　

が
豊
か
に
な
る
。
ど
う
か
ご
家
庭
で

も
、
お
母
様
の
努
力
で
お
子
様
の
味

覚
を
育
て
、
五
感
を
磨
き
、
心
豊
か

な
子
ど
も
に
し
ま
し
ょ
う
。」と
の
姿

勢
と
、
お
も
て
な
し
の
心
を
学
ば
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

実
演
と
講
演
の
後
で
は
、「
い
つ
で

も
で
き
る
お
弁
当
の
ち
ょ
っ
と
し
た

工
夫
」を
テ
ー
マ
に
料
理
教
室
の
始

ま
り
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
日
々

の
ヒ
ン
ト
に
と
、
熱
心
な
中
に
も
、

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
き
れ
い
に
盛

り
付
け
ら
れ
た
お
弁
当
、
食
べ
る
の

が
惜
し
い
ほ
ど
。
お
味
も
満
点
で
し

た
。「
来
年
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー
が
楽
し

み
で
す
！
」と
大
好
評
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

賞 標　　語　　 応募者名
最 優 秀 賞 育もう　緑の地球と　豊かな心　　　　　　　　 渡辺　愛美 （高校）
優 秀 賞 そのOFFが　地球を救う　第一歩　　　　　　 松井萌々香 （幼稚園 保護者）
優 秀 賞 ムダづかい　水も電気も　タダじゃない　 岡本　留美 （保健科）
理 事 長 賞 1人1人の省エネが　大きな明日への　エネルギー 川北友貴恵 （臨床心理学科）
大 学 長 賞 省エネは　地球を救う　愛言葉 吉田　絢　 （福祉栄養学科）
短 大 学 長 賞 昔の人が言っていた　”もったいない”は　たからもの 安田紗杏里 （保育科）
高 等 学 校 長 賞 ひと部屋に　すごす家族は　エコファミリー　　　　 菅　由美子 （高校）
専 門 学 校 校 長 賞 リサイクル　自分が気づけば利再来 伊庭　美晴 （専門学校）
幼 稚 園 長 賞 節約戦隊！　ECOレンジャー！！　　　　　 曽田　優希 （幼稚園 保護者）

省
エ
ネ
標
語
入
賞
作
一
覧

（
敬
称
略
）
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今
年
2
月
に
実
施
し
た「
関
女
★

保
育
フ
ェ
ス
タ
」で
は
今
年
も
た
く

さ
ん
の
成
果
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

リ
ビ
エ
ー
ル
・
ホ
ー
ル
の
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
で
お
客
様
を
出
迎
え
た「
造

形
作
品
」は
、
学
生
た
ち
が
授
業
で

楽
し
み
な
が
ら
作
っ
た
も
の
で
す
。

ど
れ
も
あ
た
た
か
い
心
や
努
力
の
跡

を
感
じ
る
素
敵
な
作
品
で
し
た
。
ま

た
、
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
担
当
す
る

学
生
の
初
々
し
い
声
と
と
も
に
幕
を

開
け
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
和
太
鼓
や

ピ
ア
ノ
の
演
奏
、
附
属
幼
稚
園
園
児

の
か
わ
い
い
お
歌
、
合
唱
講
座
受
講

者
の
み
な
さ
ま
の
深
く
心
に
響
く
歌

声
･
･
･
と
聴
き
応
え
の
あ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
続
き
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
２
年
生
仲
良
し
３
人

グ
ル
ー
プ
の「
Ｍ
ｙ 
Ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｓ
ｕ

ｒ
ｅ
」と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ

は
、
ま
さ
し
く
私
た
ち
の
“た
か
ら

も
の
”と
な
り
ま
し
た
。「
支
え
て
く

れ
た
す
べ
て
の
人
に
感
謝
を
し
た

い
」と
い
う
内
容
の
歌
詞
は
飾
り
気

の
な
い
率
直
な
こ
と
ば
で
綴
ら
れ
、

多
く
の
観
客
が
涙
し
て
聴
い
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
の「
今
」を
表
現
し
保
育

者
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
培
う
ス
テ
ー

ジ
と
な
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
学
生
た

ち
と
共
に「
関
女
★
保
育
フ
ェ
ス
タ
」

を
豊
か
に
育
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
関
女
★
保
育
フ
ェ
ス
タ
」で
生
ま
れ
た“
た
か
ら
も
の
”

短
大
保
育
科
　
教
授
　
渡
辺 

由
美
子
　


